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畑土壌の生産力増強に関する研究

第 7報 デントコーン収量に対する燐酸改造,厩肥,窒素施用及び栽植密度の効果
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1緒    言

察植質火山灰土壌の生産力増強に対する土壌改造並びに

厩肥施用効果はこれまで各種畑作物について明らかにされ

ている1)。 本報ではデントコーンの多収に関する栽培試験

を上壌肥沃度の異なる3種の園場で行い,収量に対する燐

酸改造,厩肥,窒素施用及び栽植密度などの各種効果を検

討したのでその結果を報告する。

2試 験 方 法

試験場所 : 久慈市夏井町富原 青刈デントコーン畑 (昭
和53年度 ),岩手農試本場転換 2年目畑 (昭和 54年度 ),

同転換 3年 目畑―前作大豆 (昭和 55年度 )

表 i 試験区の構成 (1区 20～ 40″ 2連 )

供試土壌 : 表層褒植質黒ボク土 (桜統 )肥沃度の低い

十和日火山灰土壌 (53年度 ),厚層察植質多湿黒ボク土(高

梨統 )肥沃度中fi度の岩手 B統火山灰土壌 (54年度 ),同

土壌の高肥沃土壌 (55年度 )

供試品種 : タカネワセ (53,55年度 ), ゴールデンデ

ント1001(54年度 )

試験区の構成 : 表 1に示した。但し燐酸改造は有効燐

酸10～ 20“/100′ 目標量を成分比熔燐 4:重過石 1で行っ

た。炭カルはpⅡ 65日標量を全区に加えた。窒素は硫安

を用い。他の基肥は重過石,塩加を用いて全区標準施用

(P205-151・ 9/108,K20~15′ o/103)と した。なお55年

度実施の圃場は前年度大豆多収試験に供用した高肥沃lalで

あり厩肥 (稲わら牛糞厩1巴 )施用は同レベルで2年運用と

なってぃる。

3 試験結果及び考察

表 2に収量調査結果を示した。全重及び全乾物重は 53

年度<54年度<55年度のllFに高く土壌肥沃度の高い圃場

ほど高収量が得られた。碍長も55年度が最高となった。

53年度はNo 5～ 7の追肥区,中でもNQ 5, 6の燐酸改造

区が高収量 となった。しかしm6の厩肥多用区はNQ 5に比
して効果が認められず ,llQ 3の 密植区は雌穂充実不良で収

量減となった。

54年度は全区燐酸改造条件で密度 ,厩肥 ,基肥窒素増の

効果をみた。その結果密度 6割増 (Nα 2:5,Nα 3:6)で

約 3割の増収 ,基肥窒素 41・P増 (NQ 2→ 3→ 4,Nα  5→ 6)

で約 5%の 増収効果が認められた。 しかし厩肥増は逆にマ

イナスとなった。

55年度は図 1に示したように生体全重に対する効果が各

様に認められた。密度増は窒素及び厩肥 レベレを変えても

ほぼ直線的に収量増につながり雌穂の充実も正常であった。

基肥窒素と厩肥の効果は関連が認められ,基 lle窒素増施効

果は厩肥 4t区 で,厩肥増施効果は基肥窒素 12的で顕者に
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認められた。これは前作大豆の根粒着生が厩肥多用区で多

ぃ2)こ とによる地力窒素の富化と厩肥及び大豆残査類の分

解に及ぼす施肥窒素の影響
3)が
推定される。

表 2 収量調査結果

表 3には各年度の跡地土壌の化学性の平均値とそのパラ

ツキ(CV%)及 び生体収量との相関係数を示した。全体的

な養分水準は高肥沃畑ほどPH,石灰,苦土,有効燐酸が高

く加里は低い傾向がみられる。養分のパラツキは低肥沃土

壊を供試した53年度が最も大きく特に燐酸改造処理によ

る苦土と有効燐酸のパラツキが大きい。土壌化学性と収量

図 1 生体収量 (生全重 )と 各処理との関係
(55年度 ,図中の数字は処理区Nc)

との相関は3年度が最も高く低肥沃土壌における化学性の

改善 (特 に燐酸 ,塩基,PI)が不可欠であることを示して

いる。■方55年度の高肥沃土壌ではいずれも相関が低いこ

とより前記の様な栽培管理条件の方が収量に大きく結びつ

くことが分った。

表 3 跡地土壌の化学性と収量 (生全重 )と の相関

注 r:相関係数, ■5%有意 ,+10%有意

4摘

1 燐酸改造は低肥沃火山灰土壌では不可欠であり同時
に石灰 ,苦土の富化とpE上昇が収量増につながる。

2 栽植密度増は土壊肥沃度の高い圃場ほど有利である。
3 基肥窒素の増施は収量増につながり追肥も極めて有
効である。

4 厩肥の効果は本試験においては高肥沃畑で基肥窒素
多施用の場合でのみ認められた。
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